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※学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価する。

※【評価の目安】

目標
領域

番
号 評価項目 評価

自己評価
説明

学校関係者評価委員から
評価（文章表記）

1
児童は、相手に届く声で話したり音
読したりしている。

Ｂ

2
児童は、文字を丁寧に書いている。
（下敷き・消しゴムを上手に使う）

Ｃ

3
児童は、進んで家庭での学習に取り
組んでいる。（塾等での学習を含め
て〔１０×学年〕分）

Ｂ

4
学校（教員）は、わかりやすい授業に努
めている。（めあての明示、児童が自分
の言葉でまとめる授業の展開）

Ｂ

5
学校は、学習内容が子供に身に付く
ように努めている。

Ａ

6
児童は、自分から目を見て挨拶して
いる。

Ｃ

7
児童は、相手を思いやるやさしい言
葉づかいをしている。

Ｂ

8
児童は、集団のために活動してい
る。
（係活動、当番活動、清掃など）

Ｂ

9 児童が学校は楽しいと思えている。 Ａ

10
児童にいじめを許さない心を育てる
とともにいじめの早期発見・早期対
応に努める。

Ａ

11
内面を高めていく道徳授業の展開。
道徳的実践力を高める指導。

Ｂ

12
学校は、児童が安心して過ごせる環
境を作っている。

Ｂ

（様式）
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Ａ：よくできている（９０%以上）
Ｂ:概ねできている（７５％以上）
Ｃ:あまりできていない（６０％以上）
Ｄ:できていない（６０％未満）

か
し
こ
い
子

・丁寧な文字・下敷き・消しゴムの
有用性など具体的な指導をし、でき
たときには認めていくことを繰り返
し、意識を高めていく。

・自主学習ノートにコメントを入
れ、自主学習コーナーを設置するこ
とで、家庭学習の習慣化と共に、自
主学習の質を高めている。家庭学習
の取り組み方にはまだ差があるの
で、引き続き意欲・質の向上を図っ
ていく。

・授業では、毎時間めあてを提示し
ている。一方、授業のまとめ・ふり
返りについてはまだ不十分である。
今後も授業力向上に努め、確実に学
力の定着に向けた取組を展開してい
く。

・児童と接触のないＳＵＰ「ステッ
プアッププログラム」を４・５・６
年生に導入した。

３自主学習ノートにコメントを入れてい
くのは大変な作業だが、子供たちの意欲
向上につながると思う。

３家庭学習の取り組み方の差の解消は難
しい課題であると思うが、自主学習ノー
トへのコメントやコーナー設置といった
工夫で児童の意欲を高め、自主学習への
意識づけに大変良い取り組みだと思う。
できるだけ一人ひとりの取り組みに丁寧
に対応していただくことで、児童の意欲
向上につながると思う。

４授業での毎時間のめあて提示は大変良
いと思う。

３・５長期の感染対策で集合形式の学習
機会が減り、自習習慣のある児童とそう
でない児童の学力差が大きくならないよ
う、学校・保護者・児童の連携が必要か
と思う。三者面談を増やしたり、学習に
関する日頃からの情報共有の強化も取り
入れてはいかがか。

や
さ
し
い
子

・挨拶が課題である。年間を通じて
計画的に指導してきた（全学級が取
り組む挨拶運動、児童会の挨拶運動
等）が、個人差が大きい。目を見て
進んで挨拶ができるよう全職員で指
導を継続する。

・言葉づかいの指導と合わせて人権
教育を進めた。いじめ等の防止のた
めに日頃から児童の様子に注意を払
うとともに、年３回のアンケート調
査を実施した。

・いじめ防止・児童の安全確保につ
いて、高い意識で取り組んでいる。

・言語環境を整え、内面を高めてい
く道徳授業の展開と道徳的実践力の
向上を目指し、自分も相手も大切に
し、互いに認め合い、みんなが安心
して過ごせる学級にしていく。

６狭山台地区が、子供の声が絶えないま
ちであり続けてほしいので、今後も挨拶
の指導を続けていただきたいと思う。

６挨拶はなぜ必要なのかということをく
り返し伝え、児童が挨拶の必要性に自ら
気づき、自発的にできるようになること
が大切かと思う。コロナ禍でマスクの着
用が必須の生活の中で、お互いの表情が
わかりづらいから、なお、目を合わせて
のコミュニケーションが大切になるので
はと思う。

６2006年狭山市に転入してきた際、子供
から挨拶をしてくれたことに驚きと感動
を覚えたのを思い出す。何時の頃から
か、その習慣がなくなってしまったよう
に思う。見知らぬ人との会話を避けると
いう見方もわかるが、今一度見直してい
ただきたく思う。

7・10先生方の言葉づかいの丁寧な指導や
いじめ防止、人権教育への高い意識を
もっての取り組みが着実に教育効果に表
れ、良い評価につながっていると思う。

10いじめ問題は恥ずかしながら大人社会
にも現存しており、子供たちはそのあた
りをしっかりと見ている。我々も日々の
言動や表現など、注意していきたいもの
である。



13
児童は、何事にもあきらめずに最後
まで取り組んでいる。

Ｂ

14
児童は、進んで運動に取り組んでい
る。

Ｂ

15
児童は、早寝・早起きをし朝ごはん
を食べて登校している。

Ｂ

16
児童は、交通ルールを守り、安全な
歩行・自転車乗車をしている。

Ｂ

17
学校は、体力を向上させるための指
導や環境づくりに取り組んでいる。

Ｂ

18
学校は、児童の安全確保に努めてい
る。（安全指導、清掃、修繕等）

Ａ

19
学校は、学校公開、授業参観・懇談会、
学校だよりや学年だよりなどで学校や教
育活動の様子がわかるようにしている。

Ａ

20
学校は、保護者が教員に相談しやす
い環境をつくっている。

Ａ

21
学校は、保護者や地域との連携に努
めている。

Ｂ

22
学校は、学年・行事等の会計を適切
に処理し報告している。

Ａ

23
全教職員で学校経営方針に基づき組
織的に教育活動を進めている。

Ａ

24
教職員が組織の一員として自分のよ
さを発揮して勤務している。

Ｂ

25
教職員が積極的に研修に取り組むと
ともに、自己研鑚に努めている。

Ｂ

教
職
員

・コロナ禍においても全教職員で共
通理解を図り、組織としてまとまっ
た教育活動ができた。

・教職員が常に高い意識をもって職
務を遂行している。

・学校課題研究として２年間国語科
の研修に取り組んだ。研修が深ま
り、授業改善と学力向上につながる
とともに、児童の主体的に学習に臨
む態度が向上した。今回の研究を次
年度の年間指導計画に反映させ、つ
なげていく。

23・24続くコロナ禍で通常業務に加えて
コロナ感染対策の業務の増加があり教職
員のご苦労は大変なものと察している。
業務の中で本当に必要なもの、省いても
さしつかえないものも見えてきたかと思
う。教職員の過剰な負担を減らし、先生
自身も生活を豊かに大切にして、心身と
もに健康を保つことが、児童にも良い影
響を与えると考えている。

23・24「かしこい子」にあった自主学習
ノートにコメントを入れる事は、保護者
に先生方の熱心さが伝わることだと思
う。

23・24コロナ禍も丸２年になる。最近は
特に子供たちの感染が多くなっており、
前に比べて、先生方への負担が増してい
ると思うが、しっかりと対応されている
と感じている。

た
く
ま
し
い
子

・運動の日常化、運動に親しむ環境
づくりが課題である。学校生活の中
で、体育を充実させ、休み時間にも
体を動かすことができるようにして
いく。家庭の中でもできる運動等に
ついて情報提供を行っていく。

・交通安全教室を年２回（１年生は
３回）実施した。交通安全に関し
て、意識が高まってきているので、
引き続き繰り返し指導していく。

・毎月安全点検を行いその都度対処
している。引き続き施設管理、安全
指導に努め、校内の学習環境を整え
ていく。

15・16家庭での教育力の差を感じるが、
児童が規則正しい生活を送ること、交通
ルールを守ることなどの必要性を折に触
れ保護者に再認識をしてもらう必要があ
ると感じる。

16下校後の自転車の乗り方で、ヘルメッ
トをかぶり信号を守っている子もいれ
ば、スマホ・ゲームを見ながら自転車に
乗っている子も見かけるので、交通安全
の指導はくり返し指導していただきたい
と思う。

公
開
・
連
携

・1学期の家庭訪問、2学期の個人面
談、日々の連絡帳・電話連絡等を行
い、家庭との連携を深めた。一人一
人に寄り添った対応が保護者の安心
感を生んでいる。

・感染状況により、保護者や地域の
方に、教育活動の様子を公開できな
かった時期もあるが、できるだけ教
育活動をひらき、感染防止対策を講
じながら、保護者との協働・地域と
の連携を図ることができた。

・ボランティアの方との関わりにつ
いては、まだ児童と対面しての支援
は全面的な再開とはなっていない
が、SUPによる〇つけ、図書整備、
読み聞かせ、園芸、登下校の見守り
等、コロナ禍の中でもボランティア
の方にお世話になっている。今後も
学校応援団・SSVC・SUP等の方々の
教育力を生かした環境を整えてい
く。

・会計は毎年度、管理職のチェック
と、ＰＴＡ本部役員に監査を依頼し
ている。

19・21コロナ禍においても様々な方法を
工夫して保護者や地域との連携を図って
こられた努力が保護者や地域に伝わり、
信頼を得ていると感じる。

21支援が必要な家庭の児童のサポートに
積極的に地域資源を活用している点も大
変評価できる。

21多方面にボランティアの力を活用して
いることは素晴らしいと思う。

21対面支援が禁止されている中である
が、家庭学習の〇つけ（SUP支援）だけは
続けていて、子供たちの様子が少しはわ
かるのが楽しみである。各学年を見させ
ていただいているが、みんなそれぞれ頑
張っている。中には補習してあげたいと
思うこともあるが、総体的にしっかりと
指導されているのを感じる。

21ボランティアの方々の熱意が校舎の内
外で感じられて、地域連携もしっかりと
られていて安心できた。


